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が･･･････････････････････････

122

高た
か

々だ
か･･･････････････････････････

122

妥だ

協き
ょ
う･･･････････････････････････

122

頼た
の

も
し
い･･････････････････

128

戯た
わ

言ご
と･･･････････････････････････

130

陳ち
ん

腐ぷ･･･････････････････････････

133

序つ
い

で
に･･････････････････････
134

月つ
き

並な

み･･････････････････････
134

軽か
る

い･･･････････････････････････

54

可か

愛わ
い

い･･････････････････････

55

可か

哀わ
い

相そ
う･･････････････････････

55

奇き

跡せ
き･･･････････････････････････

60

気き

の
毒ど

く･･････････････････････

61

玉ぎ
ょ
く

石せ
き

混こ
ん

淆こ
う･･････････････････

62

癖く
せ

に･･･････････････････････････
65

下げ

種す

の
勘か

ん

繰ぐ

り･････････

71

小こ

賢ざ
か

し
い･･････････････････

77

差さ

し
支つ

か

え
な
い･････････

85

参さ
ん

考こ
う･･･････････････････････････

89

し
き･･･････････････････････････

90

十じ
ゅ
う

人に
ん

並な

み･･････････････････

99

所し
ょ

詮せ
ん･･･････････････････････････

102

軽
視

あ
り
ふ
れ
る･････････････

14

安あ
ん

易い･･･････････････････････････

14

安あ
ん

閑か
ん･･･････････････････････････

16

安あ
ん

直ち
ょ
く･･･････････････････････････

17

一い
ち･･･････････････････････････････

22

一い
っ

介か
い･･･････････････････････････

24

お
母か

あ

さ
ん･･････････････････

33

推お

し
て
知し

る
べ
し･････

35

お
っ
と
り･･････････････････

37

お
手て

軽が
る･･････････････････････

37

お
手て

並な

み
拝は

い

見け
ん･････････

38

お
父と

う

さ
ん･･････････････････

38

可か

も
な
く
不ふ

可か

も
な
し････

54

分
類
か
ら
さ
が
す 

見
出
し
語
一
覧

＊
こ
の
本
に
掲
載
し
た
見
出
し
語
を
、無
礼
に
な
る
主
な
理
由
で
分
類
し
て
並
べ
ま
し
た
。

＊
各
分
類
は
「『
無
礼
語
辞
典
』
に
つ
い
て
」（
P
．ⅹ
）
で
解
説
し
て
い
ま
す
。

＊
各
分
類
の
見
出
し
語
は
五
十
音
順
に
並
べ
ま
し
た
。

分
類
一
覧

分
類
一
覧

軽
視
／
揶
揄
／
尊
大
／
非
難

軽
視

v iv


